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現
代
中
国
の
環
境
論

㈦

｜

「
中
国
の
環
境
と
自
然
資
源
法
の

立
法
技
術
に
関
す
る
問
題
」

1999

）
｜

第
一
章

立
法
の
科
学
性
、
合
法
性
、
お
よ
び
調
和
性

一

立
法
の
科
学
性

マ
ル
ク
ス
は
『
離
婚
法
草
案
を
論
じ
る
（
論
離
婚
法
草
案
）
』
と
い

う
文
章
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
立
法
者
は
、
自

ら
を
自
然
科
学
者
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
〔
立
法
者
〕

は
、
法
律
を
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、
法
律
を
発
明
す
る
の
で
も
な

く
、
た
だ
法
律
を
説
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
彼
は
、
精
神
関
係
（
１
）

の
内
在
的
法
則
を
、
有
意
識
的
な
現
行
法
の
な
か
に
表
現
す
る
の
で
あ

る
。
」

立
法
の
科
学
性
、
そ
の
も
っ
と
も
根
本
的
な
必
要
条
件
と
は
、
立
法

は
当
該
法
が
調
整
し
よ
う
と
す
る
社
会
関
係
の
客
観
的
法
則
を
反
映

し
、
客
観
的
法
則
が
求
め
る
も
の
に
立
脚
し
て
人
々
の
行
為
を
規
範

し
、
当
該
領
域
の
社
会
関
係
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
環
境
と
資
源
立
法
は
、
経
済
活
動
と
生
産
活
動
の
広
範
な

領
域
に
関
係
す
る
と
同
時
に
、
当
該
領
域
の
社
会
関
係
の
調
整
を
通
じ

て
人
類
と
自
然
の
関
係
を
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
と
資

源
立
法
は
、
社
会
経
済
の
法
則
に
し
た
が
い
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
る
の

み
な
ら
ず
、
自
然
の
法
則
、
と
り
わ
け
生
態
学
の
法
則
に
も
し
た
が

い
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
主
観
的
な
憶
断
に
よ
る
立
法

や
実
際
と
か
け
離
れ
た
立
法
は
、
か
な
ら
ず
や
国
情
に
合
わ
ず
、
現
実

離
れ
し
て
お
り
、
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〔
こ
う
し

た
立
法
は
〕
立
法
目
的
を
実
現
で
き
な
い
立
法
で
あ
り
、
科
学
的
立
法

に
も
反
す
る
。

二

立
法
の
合
法
性

立
法
の
合
法
性
と
は
、
お
も
に
、
立
法
活
動
は
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
律
規
定
あ
る
い
は
関
連
す
る
立
法
制
度
に
抵

触
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
我
が
国
の

立
法
制
度
は
な
お
不
完
全
で
あ
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
完
全
な
る

「
立
法
法
」
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
、
組
織

法
、
お
よ
び
関
連
す
る
法
律
規
定
の
な
か
に
は
、
い
ず
れ
も
立
法
活
動

に
か
か
わ
る
規
定
が
あ
る
。
た
と
え
ば
憲
法
と
二
つ
の
組
織
法
の
関
連
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規
定
の
ほ
か
に
も
、
『
全
国
人
民
代
表
大
会
議
事
規
則
（
全
国
人
大
議

事
規
則
）
』
、
『
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
議
事
規
則
（
全
国

人
大
常
委
会
議
事
規
則
）
』
、
『
国
務
院
行
政
法
規
制
定
手
続
暫
定
条

例
（
国
務
院
行
政
法
規
制
定
程
序
暫
行
条
例
）
』
、
『
国
務
院
法
規
規

則
備
案
規
定
（
国
務
院
法
規
規
章
備
案
規
定
）
』
な
ど
が
あ
り
、
全
国

各
地
の
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
代
表
大
会
も
い
ず
れ
も
相
次
い

で
地
方
性
の
法
規
制
定
手
続
き
に
関
す
る
条
例
を
公
布
し
た
。
我
々
は

立
法
活
動
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
法
律
・
法
規
を
真
剣
に
研
究
・
遵
守

し
、
以
て
立
法
活
動
の
合
法
化
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

立
法
の
調
和
性

立
法
の
調
和
性
に
は
、
お
も
に
つ
ぎ
の
三
領
域
の
調
和
が
含
ま
れ

る
。
す
な
わ
ち
法
の
内
部
の
調
和
性
、
法
と
法
の
間
の
縦
方
向
の
調
和

性
、
お
よ
び
各
種
の
法
の
間
の
横
方
向
の
調
和
性
で
あ
る
。

法
の
内
部
の
調
和
性
と
は
、
一
つ
の
法
の
な
か
で
、
法
の
内
容
、
形

式
、
お
よ
び
法
の
構
成
が
調
和
・
一
致
を
保
つ
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
法
の
規
範
、
法
の
基
本
原
則
、
基
本
的
な
法
律
制
度
・

措
置
は
、
調
和
・
一
致
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
の
な
か
に

は
、
法
の
規
範
要
素
が
揃
っ
て
お
ら
ず
、
行
為
モ
デ
ル
の
み
を
規
定

し
、
法
が
も
た
ら
す
後
の
結
果
を
規
定
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
が
、

こ
う
し
た
立
法
も
一
致
し
て
い
な
い
も
の
〔
調
和
の
と
れ
て
い
な
い
立

法
〕
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

法
と
法
の
間
の
縦
方
向
の
調
和
性
と
は
、
憲
法
、
法
律
、
行
政
法

規
、
地
方
性
法
規
、
お
よ
び
行
政
規
則
の
間
で
調
和
・
一
致
を
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
す
。
下
層
の
立
法
は
、
そ
の
内
容
上
、
上

層
の
立
法
に
抵
触
し
て
は
な
ら
ず
、
さ
も
な
く
ば
〔
抵
触
す
る
場
合

は
〕
取
り
消
さ
れ
る
か
改
正
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
情
況
〔
抵
触
〕
の
出

現
は
、
立
法
上
重
大
な
瑕
疵
に
属
す
る
の
で
、
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ

る
。各

種
の
法
の
間
の
横
方
向
の
調
和
性
と
は
、
各
部
門
の
法
の
間
、
た

と
え
ば
民
法
、
刑
法
、
経
済
法
、
行
政
法
、
環
境
法
の
間
で
調
和
・
一

致
を
保
つ
こ
と
を
指
す
。
環
境
と
資
源
立
法
は
総
合
的
で
あ
り
、
そ
れ

が
調
整
し
よ
う
と
す
る
社
会
関
係
も
広
範
で
あ
る
た
め
、
環
境
法
以
外

の
そ
の
他
の
部
門
法
に
も
、
環
境
と
資
源
保
護
に
関
す
る
法
律
規
範
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
と
り
わ
け
こ
れ
ら
の
異
な
る
部
門
法
の
間
に
お
い

て
、
同
一
内
容
に
対
す
る
規
定
が
調
和
・
一
致
し
て
い
る
か
と
い
う
問

題
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

部
門
法
の
間
で
調
和
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
法
の
実
施
、
と
く
に

法
律
の
適
用
が
非
常
に
面
倒
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
当
事
者
が
行
政
部
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門
に
よ
る
処
理
あ
る
い
は
行
政
処
罰
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
事
情
が
あ
れ
ば
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

多
く
の
法
の
規
定
は
一
致
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
に
直
接
提
訴
で
き
る

と
規
定
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
当
事
者
は
ま
ず
上
級
の
主
管
機
関
に
再

審
議
（
復
議
）
を
申
請
し
、
再
審
議
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は

じ
め
て
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
と
規
定
す
る
も
の
も
あ
る
。
『
海
洋
環

境
保
護
法
』
は
汚
染
の
損
害
賠
償
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
し
、
主
管
部
門

の
処
理
を
経
て
も
良
い
し
、
人
民
法
院
に
直
接
提
訴
し
て
も
良
い
と
規

定
す
る
。
し
か
し
『
民
事
訴
訟
法
』
は
、
渉
外
賠
償
を
め
ぐ
る
争
い
に

つ
い
て
、
双
方
に
書
面
に
よ
る
仲
裁
合
意
が
あ
る
場
合
は
仲
裁
手
続
き

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
民
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
〔
の
規
定
〕
が
直
接
矛
盾
す
る
と
、
法

律
の
適
用
が
面
倒
に
な
る
。

訴
訟
の
時
効
〔
出
訴
期
間
〕
を
定
め
る
規
定
に
関
し
、
各
種
の
法
律

法
規
の
規
定
は
さ
ら
に
一
致
し
て
い
な
い
。
『
行
政
訴
訟
法
』
は
行
政

訴
訟
の
時
効
に
つ
い
て
二
種
類
の
規
定
を
お
く
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、

行
政
再
審
議
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
で
、
訴
訟
の
時
効
は
十
五
日

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
裁
判
所
に
直
接
提
訴
す
る
場
合
で
、
訴
訟
の
時

効
は
三
箇
月
で
あ
る
。
一
方
『
環
境
保
護
法
』
第
四
十
条
は
、
当
事
者

が
行
政
処
罰
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
行
政
再
審
議
に
不
服
が

あ
る
場
合
、
再
審
議
の
申
請
あ
る
い
は
裁
判
所
へ
の
提
訴
の
時
効
は
い

ず
れ
も
十
五
日
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
。
裁
判
所
に
直
接
提
訴
す
る
時

効
も
十
五
日
で
あ
る
。
『
海
洋
環
境
保
護
法
』
、
『
水
汚
染
防
治

法
』
、
『
大
気
汚
染
防
治
法
』
も
い
ず
れ
も
行
政
訴
訟
の
時
効
を
十
五

日
と
規
定
す
る
。
し
か
し
『
森
林
法
』
、
『
草
原
法
』
、
『
漁
業
法
』

は
行
政
訴
訟
の
時
効
を
三
十
日
と
規
定
す
る
。
各
単
項
法
規
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
具
体
的
情
況
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
統
一
的
な
規
定

を
作
ら
な
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。

第
二
章

法
の
構
成

良
い
法
案
を
起
草
す
る
に
は
、
法
の
内
容
が
立
法
目
的
の
実
現
、
基

本
原
則
の
体
現
、
効
果
的
な
法
律
制
度
・
措
置
の
採
用
を
可
能
に
し
、

寛
厳
適
度
な
法
律
上
の
責
任
を
規
定
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
法
の
構
成
と

原
理
を
研
究
・
把
握
す
る
よ
う
注
意
し
、
法
の
構
成
が
合
理
的
で
調
和

の
と
れ
た
完
全
な
も
の
と
な
る
よ
う
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
代
の
成
文
法
の
構
成
に
は
、
一
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

要
件
が
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
（
一
）
法
の
名
称
、

二
）
法
の
規
範

的
・
非
規
範
的
内
容
。
一
般
に
総
則
、
分
則
、
附
則
な
ど
に
分
け
ら
れ

る
、

三
）
関
連
す
る
説
明
・
解
釈
、

四
）
立
法
機
関
・
立
法
年
月

日
、

五
）
公
布
機
関
・
公
布
年
月
日
、

六
）
効
力
発
生
年
月
日
あ
る
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い
は
実
施
年
月
日
、

七
）
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め
の
規
定
や
追

加
（
補
充
）
規
定
の
制
定
権
、
法
の
解
釈
権
、
あ
る
い
は
実
施
細
則
規

定
制
定
権
の
、
関
連
機
関
へ
の
授
権
、

八
）
関
係
者
の
署
名
、
な
ど

で
あ
る
。

一

法
の
名
称
に
つ
い
て

法
の
名
称
は
、
見
た
と
こ
ろ
単
純
で
あ
る
が
、
法
に
必
須
の
第
一
要

件
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
け
る
各
種
の
現
行
法
の
名
称
は
、
統
一
的
規
定
を
欠

き
、
厳
格
に
規
範
さ
れ
て
も
い
な
い
た
め
、
多
い
う
え
に
無
秩
序
な
印

象
を
与
え
て
お
り
、
さ
ら
に
は
レ
ベ
ル
も
効
力
も
異
な
る
法
が
、
名
称

上
、
混
淆
し
て
い
る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
全
国
人
民
代
表
大

会
お
よ
び
常
務
委
員
会
が
制
定
す
る
法
の
名
称
に
は
、
法
・
決
議
・
決

定
・
条
例
・
規
定
・
規
則
（
辨
法
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

る
。
国
務
院
の
行
政
法
規
の
名
称
は
さ
ら
に
多
く
、
条
例
・
規
定
・
決

定
・
規
則
（
辨
法
）
・
細
則
・
規
則
・
通
知
・
決
議
・
意
見
な
ど
が
あ

る
。
同
じ
「
規
定
」
と
い
う
名
称
を
と
っ
て
も
、
若
干
規
定
・
暫
定

（
暫
行
）
規
定
・
試
行
規
定
・
追
加
（
補
充
）
規
定
な
ど
、
多
様
な
呼

称
が
あ
る
。

法
の
名
称
が
あ
ま
り
に
も
雑
多
・
乱
雑
で
あ
る
と
、
法
の
実
施
、
法

の
分
類
・
整
理
・
編
纂
、
お
よ
び
法
学
研
究
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
不

利
で
あ
る
。

法
の
名
称
に
つ
い
て
の
改
革
と
規
範
は
、
国
の
立
法
権
力
機
関
が
立

法
を
通
じ
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
当
面
の
と
こ
ろ
、
法
案
を
起

草
す
る
際
は
法
の
名
称
を
慎
重
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
名

称
に
は
、

一
）
適
用
範
囲
、

二
）
法
の
性
質
と
内
容
、

三
）
法
の

効
力
等
級
、
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
中
華
人
民
共

和
国
環
境
保
護
法
』
を
み
る
と
、
「
中
華
人
民
共
和
国
」
は
当
該
法
を

全
国
に
適
用
す
る
こ
と
を
示
し
、
「
環
境
保
護
」
は
法
の
内
容
を
示

し
、
「
法
」
は
法
律
一
級
に
属
す
る
効
力
等
級
を
示
す
。
『
中
華
人
民

共
和
国
水
汚
染
防
治
法
実
施
細
則
』
の
場
合
、
「
中
華
人
民
共
和
国
」

は
全
国
に
適
用
す
る
こ
と
を
示
し
、
「
水
汚
染
防
治
」
は
内
容
を
示

し
、
「
実
施
細
則
」
は
行
政
法
規
に
属
す
る
効
力
等
級
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。

二

法
の
内
容
に
つ
い
て

法
の
内
容
に
は
、
規
範
的
内
容
と
非
規
範
的
内
容
の
二
分
類
が
あ

る
。
構
成
上
は
一
般
に
、
総
則
・
分
則
・
附
則
の
各
部
分
に
分
け
ら
れ
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る
。
簡
単
な
法
の
な
か
に
は
、
総
則
と
分
則
を
区
別
せ
ず
、
直
接
、

条
・
款
・
項
・
目
の
形
式
で
表
す
も
の
が
あ
る
。

一
）
法
の
規
範
的
内
容

法
の
本
質
的
な
属
性
の
一
つ
は
、
規
範
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
一
つ
の
法
を
作
る
お
も
な
目
的
は
、
一
種
の
社
会
関
係
を
規
範

し
、
普
遍
性
・
明
確
性
・
肯
定
性
を
備
え
た
行
為
モ
デ
ル
を
制
定
し
、

以
て
人
々
の
行
為
を
規
範
す
る
こ
と
に
あ
る
。
法
の
規
範
に
は
、
行
為

モ
デ
ル
と
法
の
後
の
結
果
〔
決
ま
っ
た
行
為
モ
デ
ル
と
、
そ
れ
に
反
す

る
行
為
は
法
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
な
結
果
を
招
来
す
る
か
〕
と
い
う
二

つ
の
部
分
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
条
文
に
規
定
し
て

も
良
い
し
、
別
の
条
文
に
規
定
し
て
も
良
い
。

二
）
法
の
非
規
範
的
内
容

法
の
非
規
範
的
内
容
に
は
、
一
般
に
、
法
の
適
用
範
囲
、
法
の
指
導

思
想
と
基
本
原
則
、
立
法
の
目
的
任
務
・
関
連
す
る
概
念
・
名
詞
あ
る

い
は
専
門
用
語
の
解
釈
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め
の
規
定
・
追
加

（
補
充
）
規
定
・
実
施
細
則
の
制
定
権
お
よ
び
本
法
の
解
釈
権
を
関
連

機
関
に
与
え
る
規
定
、
法
の
可
決
・
公
布
・
実
施
あ
る
い
は
効
力
発
生

年
月
日
、
お
よ
び
関
係
者
の
署
名
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
非
規

範
的
内
容
を
つ
ま
び
ら
か
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
は
、
そ
の

法
が
複
雑
か
簡
単
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
法
に
す

べ
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

三
）
法
の
総
則

や
や
複
雑
な
立
法
は
、
法
の
構
成
上
、
総
則
・
分
則
・
附
則
と
い
っ

た
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
案
を
起
草
す
る
際

は
、
総
則
・
分
則
・
附
則
の
構
成
を
全
体
的
に
合
理
的
に
配
置
し
、
各

部
分
の
内
容
を
科
学
的
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
則
は
「
総

綱
」
（
た
と
え
ば
憲
法
）、「
基
本
原
則
」
（
た
と
え
ば
民
法
通
則
）
、

一
般
規
定
（
国
外
法
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
比
較
的
多
い
）
な
ど
と
も

称
さ
れ
る
。
法
の
総
則
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
記
す
べ
き
か
。
そ
れ

は
読
ん
で
字
の
如
く
全
般
的
な
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
全
体
を
貫
き
指
揮

す
る
、
も
っ
と
も
基
本
的
・
総
合
的
な
内
容
を
記
す
べ
き
で
あ
る
。
総

則
部
分
を
「
雑
物
袋
〔
無
秩
序
な
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
放
り
込
ん
で
お

く
た
め
の
袋
〕
」
に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
他
の
部
分
に
配
置
す
る
こ
と

が
難
し
い
内
容
を
す
べ
て
総
則
に
押
し
込
む
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な

北研45(2・ )207 405

現代中国の環境論 ㈦



ら
な
い
。
総
則
部
分
に
は
一
般
に
つ
ぎ
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。

１
）
立
法
の
根
拠

２
）
立
法
目
的

３
）
基
本
原
則

４
）
基
本
的
な
法
律
制
度
あ
る
い
は
措
置

５
）
法
の
適
用

６
）
法
の
効
力

総
則
部
分
の
内
容
を
多
く
す
る
か
少
な
く
す
る
か
は
、
法
全
体
の
内

容
と
調
和
さ
せ
て
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
則
が
一
、
二
条
し
か

な
い
法
も
あ
れ
ば
、
総
則
部
分
が
大
き
な
紙
幅
を
占
め
る
法
も
あ
る
。

総
則
は
簡
単
す
ぎ
て
も
複
雑
す
ぎ
て
も
適
当
で
は
な
い
。

四
）
法
の
分
則

法
の
分
則
は
、
総
則
に
対
応
し
、
総
則
の
内
容
を
具
体
化
す
る
部
分

で
あ
る
。
分
則
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
総
則
の
立
法
目
的
・
基
本
原

則
・
基
本
制
度
を
具
体
化
し
て
法
の
条
文
・
規
範
の
な
か
に
詳
細
に
規

定
し
、
当
該
法
が
調
整
し
よ
う
と
す
る
社
会
関
係
に
関
連
す
る
主
体
・

客
体
・
行
為
・
事
件
・
後
の
結
果
を
具
体
的
に
規
定
し
、
具
体
的
な
行

為
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
権
利
・
義
務
・
職
務
お
よ
び
そ
の
実
施
を
保
証

す
る
た
め
の
条
件
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
行
為
モ
デ
ル
が
引
き
起
こ
す
法

律
上
の
後
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
明
確
か
つ
具
体
的
に
規

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

分
則
部
分
は
一
つ
の
法
の
な
か
で
も
っ
と
も
紙
幅
が
多
く
、
内
容
も

も
っ
と
も
具
体
的
な
部
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
分
則
を
書
く
に
あ

た
っ
て
は
、
完
全
な
構
成
に
な
る
よ
う
注
意
す
る
ほ
か
、
内
容
を
合
理

的
に
は
っ
き
り
と
分
類
し
、
内
在
す
る
関
係
や
論
理
構
成
に
注
意
し
な

が
ら
段
階
や
順
序
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
条
文
は
具
体
的
・

明
確
で
、
操
作
性
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
分
則
は
〕
総
則
の

内
容
と
相
互
に
呼
応
し
関
連
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
互
い
に
抵

触
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
）
法
の
附
則

附
則
と
は
、
一
般
に
、
法
の
総
則
と
分
則
の
補
助
的
な
内
容
を
法
の

最
後
の
部
分
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
法
に
は
〔
わ
ざ
わ

ざ
〕
附
則
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
附
則
の
な
い
法
も
あ
る
。

附
則
の
内
容
に
は
、
一
般
に
つ
ぎ
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。

１
）
概
念
・
名
詞
・
専
門
用
語
に
関
す
る
解
釈
あ
る
い
は
定
義

２
）
実
施
細
則
制
定
権
・
解
釈
権
に
関
す
る
授
権
規
定
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３
）
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め
の
規
定
あ
る
い
は
追
加
（
補

充
）
規
定
に
関
す
る
授
権
規
定

４
）
関
連
法
あ
る
い
は
関
連
規
定
の
失
効
あ
る
い
は
廃
止
の
宣
言

に
関
す
る
規
定

５
）
可
決
・
公
布
・
実
施
あ
る
い
は
効
力
発
生
の
時
期
に
関
す
る

規
定

第
三
章

法
の
但
し
書
き

法
の
但
し
書
き
と
は
、
「
但
し
」
あ
る
い
は
「
し
か
し
」
を
以
て
導

か
れ
る
一
種
の
特
殊
な
法
律
規
範
で
あ
る
。
「
但
し
」
の
文
字
の
あ
と

に
く
る
文
字
は
、
一
般
に
、
法
の
条
文
中
の
主
文
に
対
す
る
例
外
・
制

限
あ
る
い
は
付
加
を
示
す
規
定
で
あ
る
。

あ
る
法
律
規
範
が
複
雑
な
社
会
関
係
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

一
般
的
な
情
況
に
加
え
、
特
殊
な
情
況
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
規
定
を
作
る
と
同
時
に
、
特
別
な
規
定
を

お
き
、
あ
る
い
は
特
別
な
制
限
、
特
別
な
追
加
を
行
い
、
以
て
全
文
が

さ
ら
に
綿
密
で
適
当
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
、
盲
点
の
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

但
し
書
き
は
、
現
行
の
法
律
・
法
規
中
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
、

「
但
し
」
「
し
か
し
」
以
外
に
も
、
「
し
か
し
〜
で
き
る
」
「
し
か
し

〜
す
べ
き
で
あ
る
」
「
し
か
し
か
な
ら
ず
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
し
か
し
〜
で
き
な
い
」
「
し
か
し
〜
は
〜
と
認
め
な
い
」
な
ど
の
形

式
で
表
さ
れ
る
。

ま
た
「
〜
の
場
合
は
」
「
〜
を
除
き
」
「
〜
に
つ
い
て
は
別
に
規
定

す
る
」
な
ど
の
語
句
を
用
い
て
示
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

中
国
の
現
行
の
法
律
・
法
規
で
但
し
書
き
を
用
い
る
も
の
は
相
当
に

少
な
い
。
『
民
法
通
則
』
は
全
部
で
百
五
六
条
あ
り
、
八
つ
の
但
し
書

き
を
用
い
て
い
る
。
行
政
訴
訟
法
は
全
部
で
七
五
条
あ
る
が
、
三
つ
の

但
し
書
き
し
か
用
い
て
い
な
い
。
環
境
立
法
の
領
域
で
は
、
『
中
華
人

民
共
和
国
環
境
保
護
法
』
・
『
水
汚
染
防
治
法
』
・
『
大
気
汚
染
防
治

法
』
な
ど
の
主
要
な
法
律
・
法
規
は
、
一
つ
と
し
て
但
し
書
き
を
用
い

て
い
な
い
。
『
環
境
保
護
法
』
第
二
八
条
に
「
水
汚
染
防
治
法
に
別
の

規
定
が
あ
る
も
の
は
、
水
汚
染
防
治
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
執
行
す

る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
書
き
の
使
用
が
あ
ま
り

に
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
定
程
度
に
お
い
て
、
法
律
規
範
が
調

整
し
よ
う
と
す
る
対
象
に
対
す
る
規
定
が
全
面
的
で
は
な
く
、
具
体
性

に
欠
け
、
精
密
・
正
確
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
さ
ら
に
法
案
起
草

過
程
に
お
け
る
但
し
書
き
に
関
す
る
研
究
が
不
十
分
で
あ
り
、
法
律
規

範
を
一
層
周
到
・
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
う
但
し
書
き
の
機
能
を
十

分
に
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
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原
注

（
１
）

婚
姻
家
庭
関
係
を
指
す
。
〔
原
〕
著
者
注
。

訳
者
あ
と
が
き

本
稿
は
、
金
瑞
林
（Jin R

u
ilin

）
・
汪
勁
（W

a
n
g Jin

）
著
『
中

国
環
境
与
自
然
資
源
立
法
若
干
問
題
研
究
』
（
北
京
大
学
出
版
社
・
一

九
九
九
年
）
第
六
章
「
中
国
環
境
与
自
然
資
源
法
的
立
法
技
術
問
題
」

を
、
原
著
者
の
ご
承
諾
を
得
て
翻
訳
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
原
著
者

の
略
歴
・
研
究
業
績
は
、
現
代
中
国
の
環
境
論

㈡
｜
「
中
国
の
環

境
と
自
然
資
源
法
体
系
の
現
状
、
問
題
、
お
よ
び
そ
の
改
善
」

（1999

）
｜

金
瑞
林
（Jin

 
R
u
ilin

）
・
汪
勁
（W

a
n
g
 
Jin

）
著
、

鈴
木
光
（S

u
zu
k
i H

ik
a
ru

）
訳
（
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
第
三
八

巻
第
四
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
）
七
六
九
｜
七
七
〇
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。
本
稿
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
は
原
著
者
自
身
に
よ
る
。
〔

〕
部
分

は
翻
訳
者
が
挿
入
し
た
。
翻
訳
に
際
し
て
は
曹
維
君
（C

a
o
 
W
ei-

ju
n

）
先
生
よ
り
大
変
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
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